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昨
年
の
静
岡
県
掛
川
市
の
プ

ロ
パ
ン
ガ
ス
の
爆
発
事
故
を
は

じ
め
至
る
所
で
爆
発
事
故
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
雪
国
で
あ
る
当
村
で
は
、
冬

場
雪
お
ろ
し
の
際
プ
ロ
パ
ン
ガ

ス
の
配
管
等
が
壊
れ
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
。
十
分
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

★
異
常
を
発
見
し
た
ら
／

①
す
べ
て
の
火
を
消
す
。
②
元

栓
を
締
め
る
。
③
す
ぐ
窓
や
戸

を
開
け
て
換
気
す
る
。
④
販
売
店

に
連
絡
を
す
る
。
⑤
電
気
器
具
の

ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
た
り
、
コ
ン

セ
ン
ト
を
抜
い
た
り
し
な
い
。

★
新
製
品
の
定
義

　
食
品
類
、
菓
子
類
、
手
工
芸

品
、
布
製
品
、
竹
細
工
、
わ
ら

細
工
、
木
工
芸
品
な
ど

★
締
切
り
日

　
三
月
三
十
一
日
出

★
受
付
場
所

　
十
日
町
地
域
地
場
産
業
振
興

セ
ン
タ
ー

（
縮
程
罫
ヨ
）

★
審
査
四
月
上
旬

★
賞
金
　
特
選
一
点
五
万
円

　
　
　
　
入
選
三
点
二
万
円

　
　
　
　
佳
作
若
干
点
一
万
円

　
出
品
に
際
し
ま
し
て
は
、
出

品
者
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、

製
品
名
、
原
材
料
を
名
記
し
た

も
の
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
十
日
町
地
域
地

場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
ま
で
。

　
冬
揚
の
難
無
鞍
集
仁

　
　
　
叢
脇
麺
を

　
冬
場
の
ゴ
ミ
収
集
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
た
め
に
次
の
こ
と
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
近
く

に
は
駐
車
を
し
な
い
で
く
だ
さ

い
。★

大
雪
の
た
め
収
集
が
不
可
能

な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ

の
時
は
す
み
や
か
に
持
ち
帰
っ

て
く
だ
さ
い
。

★
夏
場
と
違
う
所
に
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
移
動
し
た
場
合
は
、
棒

の
先
に
黄
色
の
布
を
つ
け
て
お

い
て
く
だ
さ
い
。

★
夏
場
と
同
じ
く
生
ゴ
ミ
の
水

き
り
と
、
燃
え
る
ゴ
ミ
の
中
に

不
燃
物
を
混
ぜ
て
出
さ
な
い
で

く
だ
さ
い
。

★
十
二
月
～
四
月
の
間
は
不
燃

物
は
収
集
い
た
し
ま
せ
ん
の
で

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
所
は
収
集
車
が
駐
車
を
し
て

も
他
車
に
支
障
の
な
い
よ
う
な

配
慮
を
お
願
い
し
ま
す
。

住
鑑
馨
彊
邊
み

住
宅
建
設
資
釜

★
受
付
期
問

　
二
月
一
日
～
二
月
二
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　
わ
鍋

　
　
　
　
　
　
　
扮
わ
い
、

　
　
　
　
　
　
レ
も

　
　
　
　
　
セ

　
　
　
　
　
勺

　
　
　
　
　
、
／

　
　
　
　
　
V

占
C
．

2
と
ち
マ
ん
は

拶
甑
じ
あ
げ
る
の

　
　
　
　
む

ん
、

お
兄
ち
κ
じ
ズ
も

食
ぺ
ち
蕊

わ
覧

あ
も
し
も
．

り

★
選
定
方
法

　
選
考
（
無
抽
選
）
に
よ
り
行

い
ま
す
。

★
資
格
o
自
分
が
住
む
た
め
の

住
宅
を
新
築
す
る
人
で
土
地
の

準
備
が
で
き
て
い
る
人

〇
一
定
基
準
以
上
の
月
収
の
あ

る
方

★
融
資
が
受
け
ら
れ
る
住
宅

　
住
宅
部
分
の
床
面
積
が
百
六

十
五
平
方
麿
以
下
の
住
宅

★
融
資
額
　
四
百
八
十
万
円
～

　
　
　
　
　
五
百
三
十
万
円

★
申
込
場
所

　
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
扱
店

（
村
内
で
は
中
里
農
協
）

　
詳
し
く
は
、
住
宅
金
融
公
庫

北
関
東
支
所
（
。
毛
二
－
毫
上
ハ
六
五
五
）

中
里
村
奨
巣
釜

　
　
　
　
　
の
お
知
疹
せ

　
中
里
村
育
英
事
業
委
員
会
で

は
昭
和
五
十
九
年
四
月
か
ら
の

育
英
資
金
貸
与
希
望
申
し
込
み

を
次
の
要
領
で
受
付
け
て
い
ま

す
。の

申
し
込
み
資
格

　
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
も
の
、

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
資

格
を
有
す
る
も
の
で
、
大
学
お

よ
び
高
等
専
門
学
校
入
学
希
望

者
な
ら
び
に
在
学
者

口
貸
与
予
定
人
数
五
名
以
内

口
申
し
込
み
方
法

　
貸
与
希
望
者
は
、
次
の
書
類

を
添
え
て
、
三
月
三
十
日
ま
で

に
、
育
英
事
業
委
員
会
（
教
育

委
員
会
内
）
あ
て
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
O
資
金
貸
与
願

　
o
身
分
証
明
書

　
o
健
康
診
断
書

　
o
成
績
証
明
書

※
　
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
、

　
教
育
委
員
会
事
務
局
に
お
た

　
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　
　
【
訂
正
】

　
　
一
月
号
ー
折
込
み
ま
し
た
農

業
共
済
特
集
の
中
に
誤
ま
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
訂
正
し
お
わ

び
い
た
し
ま
す
。

　
水
稲
無
事
戻
金
五
十
五
万
千

三
百
四
十
円
が
百
八
十
三
万
七

千
八
百
円
に
な
り
ま
す
。

、

・
　
　
　
　
　
　
　
　
期
期
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、
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…
　
な
　
ヨ
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◎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
　
0

輪
　
し
　
　
麗
鴻

◆

…
　
が
　
力
カ

一
　
の
　
難

馬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寸
　
寸

㎜
ん
み
　
甘
揖

…
さ
お
　
／
／

◆

樹
な

…
み

ら◆

停
電
の
お
知
b
せ

二
月
十
四
日

　
　
午
前
九
時
～
十
二
時

田
中
の
一
部
、
桂
、
小
原
、
干
溝

　
⇔
編
集
後
記
◇

▼
毎
年
道
路
へ
の
雪
捨
て
や
流

雪
溝
の
水
つ
き
が
問
題
に
な
り

ま
す
が
、
春
の
雪
消
え
と
と
も

に
忘
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
冬
が

来
る
前
に
沿
線
住
民
の
統
一
を

図
り
た
い
も
の
で
す
。

▼
役
場
で
は
、
来
年
度
の
予
算

編
成
作
業
中
で
す
。
よ
い
村
づ

く
り
を
行
う
た
め
に
は
、
全
村

民
が
村
を
愛
し
、
村
の
将
来
を

考
え
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
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人

■母親学級

　2月17日／上村病院／12：30～13：00／妊娠中の保健（ヰ

　3月16日／上村病院／12：30～13＝OO／妊娠中の保健（移

■妊婦検診

　2月17日／、ヒ村病院／13：30～14：00

　3月16日／上村病院／13：30～14：00

■産後検診

　3月9日／保健センター／13：00～14：00

　　　　　　　　（S58．9．1～58．12．31の間に出産した

■婚前学級

　2月21日／保健センター／19：00～

■献　血

　3月21日／保健センター前／10：00～15：00
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　村・県民税の申告期日が近づいてきました。毎

年、税金の申告で頭を痛める人も多いと思います

が、めんどうがらずに申告をしてください。国、

県、村の活動は、税金で賄われています。今回は

税金について特集をいたしましたので、これを機

会に税金について少しでも知っていただきたいと

思います。

，
電
気
税
・
ガ
ス
税

固
定
資
産
税

国
民
健
康
保
険
税

村
民
税

料
理
飲
食
等
消
賛

自
動
車
税

事
業
税

県
民
税

酒
税

揮
発
油
税

入
場
税

物
。
o
o
税

石
油
税

与
税

法
人
税

所
’
税

都導府罧　菊町購間接税纈接税

短
　
｛

地
万
税

国
税

　　　　　＼r嚢

（注）　税金は、国税と地方税を｛

　直接税は、税金を負担する人

税は所得の多い人ほど税率が高

いますから税負担の公平という

　問接税は、税金を納める人と

が異なるもので、品物の代金の

合わせると全部で55あります。

㌧が直接納める税金です。所得

嵜くなる累進課税制痩になって

）点ですぐれています。

＝、実際に税金を負担する人と

）中に税金が含まれています。

どのくらいの税金が
（夫婦と子ども2人老人1人のサラリーマン家庭）

⑧二村民税　㊥二県民税　㊥二所得税　㊨＝合計

㊨1・5・・円　灘鐵纏嬢灘⑰　。円

⑧　5，320円
㊥　4，820円
㊨　　　o円

⑧　16，140円
㊥　11，820円
㊥　8，100円

⑧　34，750円
㊥　19，800円
㊥　47，800円

⑧　59，050円
㊥　27，800円
㊥　93，600円

③10

㊥
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5
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ず
鱗

曹
り
僧
層

．

老
霧
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8
ん
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串
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村・県民税の申告期日3月15日

税
金
の

　
　
　
　
し
く
み

　
税
金
は
大
き
く
分
け
る
と
、

右
の
図
の
よ
う
に
国
税
（
所
得

税
等
）
と
地
方
税
（
村
・
県
民

税
等
）
の
二
つ
に
な
り
ま
す
。

　
税
金
の
徴
収
の
方
法
に
は
、

税
金
を
負
担
す
る
人
が
直
接
納

め
る
直
接
税
と
酒
・
タ
バ
コ
等

の
物
品
の
代
金
に
税
金
が
含
ま

れ
て
い
て
徴
収
さ
れ
る
間
接
税

と
が
あ
り
ま
す
。

　
納
期
限
が
違
う

　
　
　
所
得
税
と
村
県
民
税

　
所
得
税
の
場
合
、
一
月
一
日
か

ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
一

を
控
除
し
た
残
が
八
十
万
円
以

下
の
場
合
。

口
事
業
所
得
（
出
機
・
内
職
・

等
を
含
む
）
が
三
十
万
円
以
下

の
場
合
。
※
収
入
金
額
か
ら
事

　
　
　
　
　
　
　
　
へ

業
に
必
要
な
経
費
を
差
し
引
い

た
も
の
。

口
利
子
所
得
・
配
当
所
得
・
不

動
産
所
得
等
は
、
必
要
経
費
を

差
し
引
い
た
額
が
十
万
円
以
下

の
場
合
。

四
譲
渡
所
得
（
土
地
）
が
十
万

円
以
下
の
場
合
、
※
土
地
の
売

買
金
か
ら
必
要
経
費
と
特
別
控

除
百
万
円
（
十
年
以
上
保
有
し

て
い
る
場
合
）
を
差
し
引
い
た

も
の
。

　
詳
し
く
は
、
納
税
相
談
日
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

年
間
に
得
た
所
得
に
対
し
て
の

税
金
は
原
則
と
し
て
そ
の
年
の

十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
納
め

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
給
与
所
得
の
他
に
農
業
所
得
、

営
業
所
得
等
が
あ
る
場
合
は
、

翌
年
の
三
月
十
五
日
ま
で
に
確

定
申
告
を
行
い
三
月
十
五
日
ま

で
に
税
金
を
納
め
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　
村
・
県
民
税
の
場
合
は
、
一

月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
得
た
所
得
を
翌
年
の
三

月
十
五
日
ま
で
に
申
告
を
し
ま

す
。
申
告
に
基
づ
き
六
月
か
ら

村
・
県
民
税
の
賦
課
徴
収
が
行

わ
れ
ま
す
。
し
た
が
っ
て
村
、

県
民
税
は
、
前
年
の
所
得
に
対
．

す
る
税
金
を
今
年
度
納
め
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
村
・
県
民
税
の
申
告
は

　
　
所
得
の
あ
る
す
べ
て
の
人

　
税
金
を
申
告
し
て
い
た
だ
く

所
は
原
則
と
し
て
一
月
一
日
現

在
、
住
民
票
を
置
い
て
あ
る
市

町
村
で
す
。

　
給
与
所
得
・
農
業
所
得
・
営

業
所
得
・
地
代
・
家
賃
・
配
当
・

原
稿
料
・
利
子
所
得
・
退
職
所

得
等
の
所
得
が
あ
る
人
は
、
必

ず
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

※
　
給
与
所
得
だ
け
の
人
で
も

家
族
欄
の
記
入
を
行
い
源
泉
徴

収
票
を
添
付
し
て
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
二
月
の
中
旬
（
村
・
県
民
税
）
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳

　
　
　
　
陣
瞳
膠
腰
怖
　
罰

　
役
場
で
は
、
所
得
が
あ
る
と
髄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脳

思
わ
れ
る
人
に
対
し
て
、
申
告
馴

書
を
二
月
中
旬
に
送
付
い
た
し
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
髄

ま
す
。
な
お
、
所
得
が
あ
る
の
聯

に
申
告
書
が
届
か
な
か
っ
た
人
脚

が
い
ま
し
た
ら
役
場
税
務
課
ま
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
脚

　
所
得
の
あ
っ
た
の
を
隠
し
て
脚

　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
一

い
ま
す
と
　
判
明
し
た
時
点
で
髄

五
年
間
逆
の
ぼ
っ
て
調
査
さ
れ
、
髄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馴

加
算
金
、
廷
滞
金
な
ど
余
分
に
脚

納
め
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
　
脚

　
税
金
は
国
、
県
、
村
が
活
動
を
馳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騙

す
る
た
め
の
貴
重
な
財
源
で
す
。
脚

　
税
金
は
正
し
く
申
告
し
、
納
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

付
い
た
し
ま
し
よ
う
。
　
　
　
脳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
馳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
脚

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瓢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝿

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嶋

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　縄　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哺　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴨　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　　　　嶋　　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　　　　鴨　　　　　　　　　　　　岨　　　　　　　　　　　蝿　　　　　　　　　　鴫　　　　　　　　　嶋　　　　　　　　岨　　　　　　　嶋　　　　　　鴫　　　　　鴫　　　　嶋　　　嶋　　蝿　蝸鳴嶋

㊥10各国の一人当り租税負担額（S56年度）

人当り国税＋地方税
1人当り国民所得

㊥

※社会保険料控除を下記の通壷）設定した場合

　国保税140，000円　国民年金掛金68，130円

　生命保険料50，000円　計258，130円

塗05，539円（23．6％〉　（％）は1人当・）国民

脇3，206用（28．5％）ず

季43，556円（44．曝％》

720，480内織．2％）

日　本

アメリカ

イギリス

西ドイツ

課
税
さ
れ
な
い
人

し
か
し
、
申
告
は
必
要

8
前
年
中
に
所
得
が
な
い
人
、

口
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人

日
障
害
者
・
未
成
年
者
・
老
年

者
（
六
十
五
歳
以
上
）
ま
た
は

寡
婦
で
、
前
年
中
の
所
得
が
八

十
万
円
以
下
で
あ
る
人
。

　
★
扶
養
に
な
れ
る
人

0
給
与
所
得
（
厚
生
年
金
、
国

民
年
金
、
共
済
年
金
、
恩
給
、

ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）
が
三

十
万
円
以
下
の
人
。

　
な
お
、
大
正
八
年
一
月
一
日

以
前
に
生
れ
た
人
は
、
公
的
年

金
の
収
入
金
か
ら
七
十
八
万
円

村・県民税申告相談日

園
税
金
で

み
ん
な
の
明
日
を
し
あ
わ
せ
に

＋
日
町
税
務
署
長
賞
　
田
沢
㈲
二
年
村
山
晶

子
さ
ん

納
税
相
談
の
ご
案
内
－

期日 会　　　　　場 時　　間

2．29
東田屍集落開発センター 9：30～12：00

小出生活改善センター 13：30～16：00

3．1
高　道　山　小　学　校 9：30～12：00

市之越農作業準備休養施設 13：30～16：00

3．2
重　地　公　民　館 9：30～12：00

倉俣生活改善センター 13：30～16：00

3．5
宮中集落開発センター 9：30～12：00

掘之内集落開発センター 13＝30～16：00

3．6 中　里　村　役　場 9：30～16：00

3．8
田代生活改善センター 9：30～12：00

清田山集会センター 13：30～16：00

3．9 土　　倉　　分　　校 10：30～15：00

所得税納税相談日
期日 会　　　　　場 時　　間

2．27 役　　場　　議　　場 10：00～16：00

2．28 役　　場　　議　　場 10：00～16：00

3．7 役　　場　　議　　場 10：00～16：00

※2。27　譲渡所得のあった人はどうぞ

★所得から差引かれる金額

雑　　　　損 （損害額一補てん金）一（5万円または所得の合計額の10％）

医　療　費監 （支払額一補てん金）一（5万円または所得額の10％）

社会保険料
58年中に支払った国民保険税、国民年金保険料その他の健康保険料の額

雇用保険料

小規模共済掛金等 第1種共済掛金と心身障害扶養共済掛金

　　　　　　　　’
控　　除 ’　　　国　　税（所得税） 村、県’民　税

生命保険料 最　　　高　　　　　　　50，000円 最　　　高　　　　　　　35，000円

障害者控除
一　　　般　　　　　　　230，000円

特　　　別　　　　　　310，000円

一　　　般　　　　　　210，000円
特　　　別　　　　　　　230，000円

老年者控除 65歳以上（T8．1．1以前生〉230，000円 210，000円

寡婦（夫〉控除 所得300万円以下　　　　230，000円 所得300万円以下　　　　210，000円

勤労学生控除 230，000円 210，000円

配偶者控除
一　　　般　　　　　　300，000円
老　　　人（70歳以上）360，000円

一　　　般　　　　　　　220，000円

老　　　人（70歳以上）230，000円一

扶養控除

一　　　般　　　　　　300，000円
老　　　人（70歳以上）360，000円
同居老人（70歳以上）410，000円
同居特障（1、2級程度）350，000円

一　　　般　　　　　　　220，000円

老　　　人（70歳以上）230，000円
同居老人（70歳以上）260，000円
同居特障（1、2級程度）250，000円

基礎控除 300，000円 220，000円

納税義務者一人あたりの

　　総所得金額
村平均 県平均

総所得額 1，537，434円 1，840，326円

比　　較 100％ 120％

廃
車
手
続
き
は

　
軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
四
月

一
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ

れ
ま
す
。
現
在
、
使
用
し
て
い

な
か
っ
た
り
、
所
有
し
て
い
な

い
バ
イ
ク
な
ど
の
廃
車
手
続
き

を
お
忘
れ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

手
続
き
を
し
な
い
と
課
税
さ
れ

ま
す
の
で
お
早
め
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
車
体
が
紛
失
、
廃
き

盗
難
な
ど
の
理
由
で
な
く
な
っ

　
　
　
　
へ

て
い
る
場
合
に
は
、
税
務
課
へ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
春
は
異
動
の
シ
ー
ズ
ン
で
す

か
ら
申
告
手
続
き
を
忘
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
役
場
に
届
け
る
の
は
、
原
付

バ
イ
タ
（
百
二
十
五
㏄
以
下
）

農
作
業
乗
用
車
輔
・
小
型
特
殊

自
動
車
で
す
。



、
霞

（4）

転
俸
に

塁
協
力
密

五
十
九
年
度
配
分
決
ま
る

　
こ
の
ほ
ど
昭
和
五
十
九
年
度
中
里
村
転
作
目

標
面
積
が
、
県
か
ら
決
定
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

村
全
体
の
目
標
面
積
は
一
〇
一
・
六
診
（
多
用
途

利
用
米
含
む
）
で
今
年
度
の
当
初
比
三
・
八
診
減

っ
て
い
ま
す
。
転
作
政
策
も
今
年
で
十
五
年
目

と
長
く
今
後
も
続
く
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
み

ん
な
で
転
作
田
の
有
効
利
用
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

と◎’マ広報か

転
作
政
策
十
五
年
目
に

　
昭
和
四
十
五
年
、
米
生
産
調

整
緊
急
措
置
が
と
ら
れ
て
以
来

十
四
年
間
生
産
調
整
政
策
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
米
の
消
費
量
は
昭
和
三
十
八

年
の
千
三
百
四
十
一
万
ト
ン
を

最
高
に
、
以
降
食
生
活
の
洋
風

化
現
象
か
ら
少
し
づ
つ
減
っ
て

い
ま
す
。
反
面
、
米
の
生
産
量

は
順
調
に
伸
び
昭
和
四
十
二
、

三
年
は
千
四
百
四
十
五
万
ト
ン

に
達
し
、
昭
和
四
十
三
年
の
政

府
古
米
持
越
量
は
約
三
百
万
ト

ン
、
昭
和
四
十
五
年
に
は
七
百

二
十
万
ト
ン
に
達
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
政
府
は
、

昭
和
四
十
四
年
か
ら
米
の
生
産

調
整
政
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
転
作
政
策
は
、
今
後
も

続
い
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
ま

す
の
で
地
域
ぐ
る
み
で
考
え
収

益
の
あ
が
る
転
作
を
実
施
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

転
作
達
成
率
一
〇
六
％

標
面
積
が
一
〇
九
藁
通
年
施
行

追
加
後
）
の
と
こ
ろ
実
施
面
積
が

一
一
五
診
で
転
作
目
標
達
成
率
は

一
〇
六
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
転
作
目
標
を
達
成
で
き
な
か

っ
た
集
落
が
四
集
落
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
集
落
が
目
標
を
達
成

で
き
な
か
っ
た
原
因
と
し
て
は

前
年
度
ま
で
の
未
達
成
面
積
が

あ
っ
た
こ
と
。
青
刈
稲
、
ソ
バ

等
の
転
作
が
確
実
に
行
わ
れ
な

か
っ
た
、
こ
と
な
ど
で
す
。

　
転
作
政
策
は
、
米
単
作
地
帯

の
当
村
に
と
っ
て
は
、
誠
に
厳

し
い
も
の
で
す
が
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

転
作
田
の
有
効
利
用
を

昭
和
四
十
九
年
ま
で
は
、
休

耕
奨
励
金
と
い
う
制
度
が
あ
り

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
山

間
部
の
や
ま
田
が
随
分
荒
廃
し

た
よ
う
で
す
。

　
転
作
と
い
っ
て
も
豪
雪
地
で

あ
る
当
地
域
で
は
、
こ
れ
と
い

っ
た
転
作
作
物
も
な
く
農
家
の

悩
み
の
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
中
で
も
、

夏
秋
ト
マ
ト
、
加
工
ト
マ
ト
、

大
豆
な
ど
で
米
並
み
の
収
益
を

上
げ
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
水
田
利
用
再
編
対
策
の
第

三
期
（
五
十
九
年
度
～
六
十
二

年
度
）
対
策
で
は
従
来
の
奨
励

金
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

こ
の
傾
向
は
国
の
行
財
政
改
革

と
と
も
に
強
め
ら
れ
る
も
の
と

推
測
さ
れ
ま
す
。

　
今
ま
で
の
転
作
田
の
消
化
状

態
は
個
々
の
農
家
で
バ
ラ
バ
ラ

に
行
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
ほ
と

ん
ど
で
す
。
し
か
し
、
転
作
奨

励
金
削
減
が
実
施
さ
れ
て
い
る

現
在
、
わ
た
し
た
ち
は
、
転
作

田
か
ら
収
益
を
上
げ
る
よ
う
に

努
力
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
に
は
、
転
作
田
を
各
集
落

ご
と
に
集
中
化
し
、
広
い
面
積

で
の
効
率
的
な
栽
培
方
法
を
考

え
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
地
域
ぐ
る
み
で
の
話
し
合
い

と
い
っ
て
も
た
い
へ
ん
な
こ
と

で
す
が
、
転
作
定
着
化
推
進
委

員
を
中
心
に
進
め
て
く
だ
さ
い
。

来
年
麿
の
配
分
一
〇
7
六
診

昭
和
五
十
八
年
度
の
転
作
目

　　　　　　　　纂戴冠
夏秋トマト雨よけ栽培（倉俣：

　　　　　　夏秋トマトで
　　　　　　　ガンバッテいます

　　　　　　　倉俣
　　　　　　　　鈴木義雄さん

　私の家では、転作田に夏秋トマトと

加工トマトを栽培しています。幸い夏

秋トマトは、水はけの良い水田に適し

ているため比較的安定した収入を得て

います。転作作物としては、夏秋トマ

ト、加工トマト、加工ナス、スイート

コーンが良いと思いますが、手間がか

かるため専業農家でないと無理だと思
います。

塘て作りをなくすために転作田の集

中化が指導されていますが、実際的に

は難かしい問題です。しかし、これを

進めていかなければいつまでたっても

捨て作りがなくならないと思います。

　
来
年
度
の
転
作
配
分
面
積
は

四
年
つ
づ
き
の
全
国
的
な
不
作

に
よ
り
緩
和
さ
れ
、
今
年
度
よ

り
も
七
・
四
診
（
当
初
比
三
．
八

診
）
少
な
い
一
〇
丁
六
欝
が
県

か
ら
配
分
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
今
年
度
か
ら
新
し
く
多
用
途

利
用
米
と
い
う
制
度
が
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
従
来
古

々
米
等
の
在
庫
処
理
で
ま
か
な

っ
て
い
た
ミ
ソ
、
セ
ン
ベ
イ
等

の
加
工
原
料
用
米
が
昭
和
五
十

九
年
で
無
く
な
る
こ
と
か
ら
設

け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

　
今
年
度
の
多
用
途
米
の
配
分

面
積
は
十
診
（
転
作
面
積
に
含

ま
れ
る
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

役
場
で
は
、
こ
の
多
用
途
米
の

配
分
を
含
め
第
三
期
対
策
へ
の

対
応
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
詳
し
く
は
、
次
号
で

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
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百薬の議力1
　　　鱒

増えるアルコール中毒

観

　
わ
が
村
に
も
ア
ル
コ
ー
ル
中

毒
、
あ
る
い
は
依
存
症
と
い
わ

れ
る
人
が
数
十
人
い
ま
す
。

　
最
近
、
女
性
の
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
も
増
え
、
こ
う
し
た
人
た

ち
の
中
に
は
、
家
庭
を
忘
れ
悲

劇
を
生
み
出
し
て
い
る
ケ
ー
ス

が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
検
診
の
際
、
晩
酌
は
何
合
で

す
か
と
い
う
問
に
対
し
て
「
飲

ん
で
い
ま
せ
ん
一
と
答
え
る
人

は
わ
ず
か
数
人
で
、
ほ
と
ん
ど

の
人
が
一
合
～
二
合
と
答
え
て

い
ま
す
。
中
に
は
三
合
以
上
と

い
う
人
も
お
り
、
ア
ル
コ
ー
ル

中
毒
や
身
体
を
こ
わ
す
の
が
心

配
さ
れ
ま
す
。
お
酒
を
百
薬
の

長
に
す
る
か
、
気
違
い
水
に
す

る
か
は
、
そ
の
人
の
気
持
の
持

ち
方
次
第
で
す
。

　
こ
ん
な
人
が
な
り
や
す
い
！

★
意
志
の
弱
い
人

★
家
庭
環
境
が
う
ま
く
い
っ
て

　
い
な
い
人

★
長
男
や
女
姉
妹
の
中
の
男
一
人

★
家
庭
で
か
わ
い
が
ら
れ
外
で

　
は
何
も
言
え
な
い
人

　
仕
事
中
も
飲
み
た
い
！

　
　
　
　
　
　
ア
ル
中
初
期

★
仕
事
や
旅
行
な
ど
膨
に
お
酒
が

　
な
く
て
は
な
ら
ず
、
悩
み
や

　
緊
張
の
解
消
の
た
め
飲
ま
ず

　
に
い
ら
れ
な
い
。

★
仕
事
に
対
す
る
興
味
や
関
心

　
が
低
下
し
、
自
己
批
判
が
低

　
下
す
る
。

★
ガ
ブ
飲
み
を
す
る

　
仲
間
は
ず
れ
は
ダ
メ
！

　
「
ま
た
飲
ん
で
」
と
い
っ
た

よ
う
に
家
族
内
で
仲
間
は
ず
れ

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。
　
「
身

体
を
た
い
せ
つ
に
ネ
」
と
い
う

や
さ
し
い
心
で
接
す
る
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。

實
▼
魯
騨
闘
婁
願
麹
漏
《
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
畷
口
猶
累
警

　
寒
1
い
冬
　
せ
っ
か
く
暖
ま

っ
た
部
屋
も
ス
ト
ー
ブ
を
消
す

と
た
ち
ま
ち
寒
く
な
り
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
は
、
家
の
ど
の
部

分
か
ら
一
番
熱
が
逃
げ
る
の
か

を
ご
存
知
で
す
か
。

　
熱
の
逃
げ
る
割
合
は
図
の
よ

う
に
　
外
壁
、
窓
、
天
井
屋
根
の

順
に
多
く
、
こ
の
三
づ
で
約
七

割
の
熱
が
逃
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
熱
を
外
に
逃
が
さ
な
い
た
め

に
は
、
天
井
や
壁
、
床
に
断
熱
・

材
を
入
れ
た
り
、
窓
に
二
重
サ

ッ
シ
や
復
層
ガ
ラ
ス
を
使
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ

O。o　。　016・7。。
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■
奉
仕
内
容

o
食
事
の
世
話
、
被
服
の
洗
濯

補
修
な
ど
の
家
事
に
関
す
る

・
こ
と
。

o
生
活
、
身
上
に
関
す
る
相
談

■
費
用
の
負
担

o
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

　
税
を
支
払
っ
て
い
な
い
場
合

　
は
無
料

o
世
帯
の
生
計
中
心
者
が
所
得

　　o　　o

　o　o　o

、
》
瀦

猷

　
　

床
絃

　
1

外壁
34．0

goドアー0

住宅から熱が逃げる割合（％）

　
税
を
支
払
っ
て
い
る
場
合

◎
年
税
額
三
万
円
未
満

　
一
時
間
当
り
　
二
百
九
十
円

◎
年
税
額
が
三
万
円
以
上

　
一
時
間
当
り
五
百
八
十
円

■
申
込
方
法

　
家
庭
奉
仕
員
派
遣
申
出
書
を

　
役
場
社
会
福
祉
課
に
提
出
し

　
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
締
切

　
三
月
十
日
ま
で
に
。

　
そ
の
他
、
詳
し
く
は
役
場
杜

会
福
祉
課
ま
で
（
費
六
、
．
r
、
．
琵
』
）

熱
の
逃
げ
道
を
シ
ャ
・

ト
ァ
ゥ
ト
す
る
こ
と
が

た
い
せ
つ
で
す
。
断
熱

材
を
入
れ
る
と
、
暖
房

に
必
要
な
燃
料
費
は
半

分
以
下
、
冷
房
の
た
め

の
電
力
も
約
三
割
節
約

で
き
ま
す
。

　
家
庭
奉
仕
員
制
度
は
、
お
年

寄
り
や
身
体
に
障
害
を
も
っ
て

い
る
人
に
対
し
て
家
庭
奉
仕
員

を
派
遣
し
身
の
回
り
の
お
世
話

や
相
談
相
手
を
す
る
も
の
で
す
。

■
対
象
者

日
老
衰
、
心
身
の
障
害
な
ど
で

不
自
由
な
生
活
を
し
て
い
る
お

年
寄
り

⇔
身
体
に
障
害
が
あ
る
人

省
エ
ネ
チ
ェ
ッ
ク

★
窓
や
壁
の
す
き
問
風

を
ふ
さ
ぎ
ま
し
ょ
う
。

開
け
る
必
要
の
な
い
所
に
は
目

張
り
を
し
た
り
、
開
閉
す
る
所

に
は
ス
ポ
ン
ジ
テ
ー
プ
等
を
張

っ
て
す
き
間
風
を
防
ぎ
ま
し
ょ

・
つ
。★

厚
手
の
カ
ー
テ
ン
、
二
重
力

ー
テ
ン
を
、
天
井
か
ら
床
面
ま

で
カ
ー
テ
ン
地
を
た
ら
す
。
畳

の
下
に
は
新
聞
紙
、
床
に
は
カ

ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
ま
し
ょ
う
。

★
部
屋
の
温
度
は
、
十
八
℃
を

め
や
す
に
し
ま
し
ょ
う
。

部
屋
の
暖
め
す
ぎ
は
健
康
に
良

く
あ
り
ま
せ
ん
。
十
八
℃
を
め

や
す
に
こ
ま
め
に
湿
度
調
節
を

し
、
効
率
的
に
暖
房
を
行
い
ま

し
よ
・
つ
。

★
風
呂
の
水
は
適
量
で
、
風
呂

の
水
は
適
量
を
入
れ
て
適
温
に

沸
か
す
の
が
経
済
的
で
す
。

　
も
う
一
度
、
一
家
の
消
エ
ネ

チ
ェ
ッ
ク
を
し
て
く
だ
さ
い
。

磯鰭翻塾
　今年は甲子（きのえ）の年です。この

年は十干（甲乙丙丁…・）の初めと十二支

（子丑寅辰一）の初めが組合った年で大

正13年以来61年目にあたります。

　古い出雲信仰（ヨウベス様など）に甲
　　　　　かガクニズザノミコト
チ講といって大国主命を祭った講があり

ます。甲（きのえ）の大黒、乙（きのと）

の大日といって陰陽の神として両部（神

μ、）で祭ています。この日は物が多くも

うかるというので商い等には吉日とされ

縁起のよい日としてもろもろの祝い事に

用います。

　1年の終りの「子の目」は“隅のアネ

サの年取り、といってねずみにごちそう

をLげます。1・日町市博物館の滝沢秀一

さんの取材によりますと、新年の初めの

チの旧こチ祭りをして作物の根がよくつ

くようにと祝う所があるそうです。また

虫送り（ウンカやイナムシをタイマツで

追い払う、をするところもあるといいま

す“

　今年はチの年でありますので、子ども

のことを考える年にしたいと思います。

　　　　　白羽毛樋口倶吉



霞（6）と◎’マ広報噸No，331　59．2．10

夢
■

6

㊥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
線

　
謝
鰻
’
　
　
　
　
　
　
車

縣
罵
．
　
　
ー

・
パ
職
塁

8
0
0

」
④
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置

1
崩

　
・
五
六
豪
雪
を
思
わ
せ
る
よ
う

な
大
雪
が
続
い
て
い
ま
す
。
役

場
で
は
、
一
月
十
八
日
午
前
九

時
に
豪
雪
対
策
本
部
を
設
置
し

雪
害
の
発
生
防
止
に
努
め
て
い

ま
す
。

　
七
日
ま
で
の
最
高
積
雪
は
、

役
場
で
三
・
四
メ
ー
ト
ル
、
土
倉

で
五
・
一
メ
ー
ト
ル
を
記
録
し
て

い
ま
す
。
因
み
に
五
六
豪
雪
の

最
高
積
雪
は
、
役
場
で
四
・
〇
七

メ
ー
ト
ル
、
土
倉
で
五
去
ニ
メ

！
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　　芋
竹

　　川
藤

孝茂

子一
さ

ん

　
移
動
販
売
車
で
商
売
を
し
て

い
る
茂
一
さ
ん
を
見
て
「
か
ん

じ
の
い
い
人
だ
な
あ
ー
。
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
こ
の
人
と
…
…
。
」

と
感
じ
た
と
い
う
孝
子
さ
ん
。

二
～
三
回
デ
ー
ト
を
重
ね
て
い

く
内
に
「
こ
の
人
な
ら
両
親
と

も
う
ま
く
や
っ
て
く
れ
て
家
庭

も
し
っ
か
り
守
っ
て
く
れ
る
。
」

と
感
じ
た
と
い
う
茂
一
さ
ん
。

　
商
売
を
し
て
い
る
家
に
嫁
ぐ

こ
と
に
対
し
て
少
し
不
安
が
あ

っ
た
と
い
う
孝
子
さ
ん
で
す
が
皿

「
初
め
の
こ
ろ
は
『
イ
ラ
ッ
シ
嶋

ヤ
イ
マ
セ
』
の
一
言
が
な
盈

か
言
え
ま
せ
ん
で
し
た
’
こ
う
咀

話
す
孝
子
さ
ん
で
す
が
、
今
で
鴫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝿

は
近
所
の
評
判
も
上
々
と
か
。
　
蝿

　
新
婚
生
活
は
「
最
愛
の
妻
か
蝿

、
　
　
　
、
　
　
　
　
　
嶋

し
る
こ
と
は
毛
強
い
で
す
ね
。
　
蝿

ケ
ン
カ
も
よ
く
し
ま
す
が
、
家
嶋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
哺

の
中
が
明
る
く
な
り
ま
し
た
♂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蝿

　
将
来
の
夢
は
「
小
さ
な
店
で
蝿

す
が
二
人
で
知
恵
を
出
し
合
つ
鳴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
帆

て
、
お
客
様
に
喜
ば
れ
る
店
に
嶋

し
た
い
。
」
二
世
誕
生
を
間
近
に
哺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鴫

し
た
二
人
は
、
い
ま
最
高
に
幸
昼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

せ
そ
う
で
し
た
。
　
　
　
　
＼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、

　　　　　　　　　　　　　

かてめし、けっこういけるね

　1月24日、貝野小学校の生徒は、郷

土食のかてめし、大根の煮合わせなま

す、なっとう汁の給食を食べました。

　かてめしも昔と違って味付けが良く

なっていることもあって「ウン、ウマ

イ」「イケルネ」と子どもたちの反響

は上々のようでした。

昔の味、けっこういけるネ

5
5
温
温
5
温
5
5
5
3
5
5
8
〕
5
5
轟
5
昌
温
5
5
5
5
昌
5
5
轟
5
5
5
5
、
5
5
昌
昌
5
6
奪
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一
月
十
五
日
の
午
前
中
、
田

原
の
ま
ん
中
で
、
今
年
四
十
二

歳
と
四
十
九
歳
の
厄
年
に
あ
た

る
人
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
道

楽
神
焼
き
の
準
備
を
行
い
ま
す
。

今
年
は
、
川
原
か
ら
切
っ
て
き

た
柳
の
木
を
中
心
に
し
て
、
そ

の
周
嵯
に
松
飾
り
や
ワ
ラ
を
く

く
り
つ
け
て
高
さ
約
三
メ
ー
ト

ル
の
道
楽
神
を
つ
く
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
毎
年
行
わ
れ
る
倉
俣

集
落
の
道
楽
神
焼
き
の
一
コ
マ

で
す
。
午
後
二
時
、
子
ど
も
た

ち
か
ら
お
年
よ
り
ま
で
約
百
人

が
会
場
に
集
ま
り
、
た
よ
様
（
神

主
）
が
今
年
の
吉
方
角
か
ら
火

を
つ
け
ま
す
。
炎
が
上
が
る
と

あ
ち
こ
ち
に
い
た
厄
年
の
人
た

ち
か
ら
自
分
の
厄
を
人
か
ら
も

背
負
っ
て
も
ら
お
う
と
、
さ
い

銭
、
ア
メ
、
ミ
カ
ン
な
ど
が
ま

か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
今
年

厄
年
の
人
た
ち
が
、
雪
の
中
に

ほ
う
り
込
ま
れ
、
投
げ
込
ま
れ

た
厄
年
の
人
た
ち
は
体
中
雪
ま

み
れ
に
な
り
な
が
ら
も
「
こ
れ

で
厄
が
落
ち
た
」
と
喜
ん
で
い

ま
し
た
。

本校の子どもたちに負けないぞ

　温かな雰囲気の中で
　　　　　　　清田山分校
　清田山分校には、現在5人の生徒が

通っています。生徒5人に先生が3人

という分校生活はとても温かな雰囲気

です。子どもたちは、夏場の約4キロ
の通学から解放され「分校生活はおも

しろい。昌「ウーン、わかんないけど楽し

い。」と至って元気で勉強していました。

望　郡鄭弓欝

大人も子どもも夢中になって

　　親も子も夢中になって

　1月25日、清津峡小学校では親子レ

タリェーション大会が開かれ、ドッジ

ボールで汗を流し、百人一首で知恵く

らべをしました。教頭先生の読み上げ

る声に「ハーイ」「ヤダーワタシがと

ろうとしてたのにdと終始笑いが絶え

ず、とても和やかに行われました。

親と子が重なりあって熱戦

と◎’マ広報かNb。331　59．2．10171

沿
線
住
民
の
協
力
を

　
豪
雪
時
一
番
た
い
へ
ん
な
の
蝋

は
住
民
の
足
で
あ
る
交
通
の
確

保
で
す
。
国
道
沿
い
で
は
、
屋

根
雪
の
道
路
へ
の
投
げ
捨
て
に

よ
る
交
通
渋
滞
、
流
雪
溝
へ
の

無
理
な
雪
捨
て
に
よ
る
水
つ
き

が
発
生
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

の
原
因
の
多
く
は
、
沿
線
住
民

の
意
志
統
一
が
と
れ
て
い
な
い

こ
と
で
す
。
隣
の
ト
日
町
市
で

は
、
屋
根
雪
は
積
ん
で
時
間
を
決

め
て
流
雪
溝
に
流
し
て
い
ま
す
。

　
お
．
圧
い
に
モ
ラ
ル
を
守
り
雪

国
の
生
活
を
克
服
し
ま
し
ょ
う
。

　
な
だ
れ
な
ど
人
命
に
危
険
が

あ
る
場
合
は
、
豪
雪
対
策
本
部

へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
T
E
L
六
三
ー
二
五
一
一
）
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雛触厄撫適（誌

惣的亀雰囲気”
　
鳥
追
い
の
行
事

は
、
昔
七
ん
じ
ょ

う
と
い
う
鳥
が
た

く
さ
ん
い
て
稲
穂

を
喰
い
荒
す
た
め

年
の
始
め
に
雪
ん

ど
う
を
作
り
ワ
ラ

を
燃
や
し
て
鳥
を

追
っ
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

雪国の世界満喫

　
十
四
日
の
夜
、
芋
沢
集
落
で

は
、
子
ど
も
会
と
父
兄
が
三
日

が
か
り
で
作
っ
た
雪
ん
ど
う
の

中
で
鳥
追
い
を
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
夕
飯
も
そ
こ

そ
こ
に
、
カ
ッ
プ
ラ
ー
メ
ン
や

お
菓
子
を
も
っ
て
カ
マ
タ
ラ
に

集
ま
り
、
ロ
ー
ソ
タ
の
揺
れ
る

光
の
中
で
子
ど
も
た
ち
だ
け
の

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
し
ま
し
た
。

　
八
時
、
本
日
の
メ
イ
ン
で
あ

る
紋
紙
焼
き
が
行
わ
れ
、
高
さ

四
メ
ー
ト
ル
に
つ
く
ら
れ
た
三

個
の
紋
紙
の
塔
が
赤
々
と
燃
え
、

あ
た
り
一
面
を
照
ら
し
出
し
ま

し
た
。
雪
ん
ど
う
の
中
の
炎
も

燃
え
さ
か
り
、
幻
想
的
な
雰
囲

気
を
か
も
し
出
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
行
事
を
地
域
ぐ
る

み
で
取
り
組
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
き
た
い

も
の
で
す
。

幅
◎
魯

熱
間
篶
闘

醸
　
　
　
　
　
業
経
営
を
反
省
し

　
　
　
　
　
今
年
の
栽
培
計
画

　
　
　
　
　
を
た
て
た
ら
　
　
と

話
す
芋
川
の
鈴
木
茂
さ
ん
。
鈴

木
さ
ん
は
、
水
田
二
・
三
診
、
タ

バ
コ
六
十
誓
と
タ
バ
コ
の
パ
イ

プ
ハ
ウ
ス
を
利
用
し
た
大
崎
菜

の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

鈴
木
さ
ん
は
、
小
松
原
で
の
農

業
に
夢
を
か
け
る
一
人
で
す
。

「
息
子
が
こ
の
地
で
農
業
を
や

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
規
模
拡

大
が
必
要
と
考
え
土
地
を
確
保

し
ま
し
た
。
昨
年
は
、
共
同
で

栽
培
し
た
の
で
す
が
、
多
雨
の

芋
　
川

　
鈴
　
木

茂
さ
ん

た
め
病
気
に
や
ら
れ
良
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
気

候
さ
え
順
調
で
あ
れ
ば
品
質
の

良
い
物
が
と
れ
採
算
が
と
れ
る

と
期
待
し
て
い
ま
す
一

　
農
業
後
継
者
を
育
て
る
た
め

に
は
「
経
営
面
積
を
拡
大
す
る

必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
農

地
の
流
動
化
に
よ
る
経
営
面
積

の
拡
大
は
非
常
に
難
か
し
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
未
懇
地
の
開

発
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い

ま
す
一
今
の
農
業
は
「
採
算
ぺ

．
ー
ス
ば
か
り
強
調
す
る
農
業
政

策
に
は
疑
問
が
あ
る
。
農
業
と

は
、
本
来
人
生
的
な
も
の
だ
。

計
算
づ
く
だ
け
で
成
り
立
つ
も

の
で
は
な
い
。
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

行事予定表
おもしろい行事などがありましたら

取材に行きます。連絡をください。

　　崇変更する二とがあります。
　　・御用の際は担当課で確認を

川1．） 休日救急医（至誠堂医院（52）3276）

lz㈹ 休日救急医（津南病院（65）3161）

17（翁

心配ごと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

妊婦検診・母親学級（8ページ参照）

19（H）

出稼者現地懇談会（新潟県人会館（上野）

ll：‘）0～）郷土出身者交流会（新潟県人

会館（L野）16：00～20100）
休日救急医（山口医院（52）2174）

村民娯楽大会（囲碁、将棋、マージャン
百人一首　総合センター9：00～）

21（月

婚前学級（保健センター19：00～）

高齢者講座（飢きんとくらし　総合セン
ター　10：00～）

24㈹

心配こと・行政相談日（老人福祉センター
13：00～16：〈）O）

倉俣地区家庭教育講座（家庭教育と地域
のかかわり　倉俣生活改善センター
13130～）

26（日） 休日救急医（富田医院（52）3269）

28（月
母子愛育会、婦人会の合同研修会（母子
関係発表会　保健センター13：00～）

29（水） 婦人健康づくり事業（新里）

2㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

3（1：）
村民競技スキー教室（八箇スキー場
集合13：15総合センター前）

4（日）

村民スキー大会（八箇スキー場
集合8：30　総合センター前）

休日救急医（上村病院63〉2111）

5（月）
交通事故移動相談所（十日町市役所
10：00～15：00）

9㈲

心配こと相談日（老人福祉センター
13：00～16：00）

産後検診（8ページ参照）

の
奪
㊧
・
㊥

＊
お
め
で
た
＊

瀬
里
名
（
桑
原
　
勇
）
倉
　
俣

聡
美
（
樋
口
洋
史
）
干
溝

綾
　
子
（
羽
鳥
純
雄
）
新
屋
敷

　
愛
　
（
藤
田
順
司
）
宮
　
中

＊
お
く
や
み
＊

滝
沢
　
陸
重

鈴
木
　
ハ
ナ

井
ノ
川
、
・
、
ツ

大
口
　
周
策

小
巻
沢
　
環

83　92　86　81　50

通重如下重
り　来

山地寺山地

災
害
対
策
資
金

　
貸
付
制
度
の
ご
案
内

巳
利
用
で
き
る
人

　
中
小
企
業
に
雇
用
さ
れ
て
い

る
勤
労
者
で
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
人
。

一
、
豪
雪
に
よ
り
、
災
害
救
助

法
の
適
用
を
受
け
た
市
町
村
、

ま
た
は
、
豪
雪
に
よ
り
著
し
い

被
害
を
受
け
た
と
知
事
が
認
め

た
市
町
村
に
お
い
て
屋
根
の
雪

お
ろ
し
、
そ
の
他
、
臨
時
に
資

金
を
必
要
と
す
る
も
の
。

■
貸
付
条
件

　
貸
付
金
額
十
万
円
～
三
十
万

　
円
、
年
六
％

　
そ
の
他
、
詳
し
く
は
、
労
働

金
庫
十
日
町
支
店
（
台
五
七
ー

八
三
〇
〇
）
ま
で
。


